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トリフォニーホール ≪ゴルトベルク変奏曲≫ 2009

音楽は音符や記号の戯れで|よなしヽし、まして構

造や精神性の奴隷じゃなしヽ。演奏は全人格的な表

現であるはすだ。イシドロ ブヽリオのパッ八に|よ人

間がいる。濃密な夢想と果敢な探究に終わりはな

い。激しい1嵩熱と強国な自我をもって、ヴィルトゥ

オーゾは濠」的な緊張を生きる。そこに響くの|よ、

まざれもなくロマンティックな芸術家であり、生

粋のソウル マンであるに違しヽない。

(青澤隆明/音 楽評論)

スペイン|よ突如天才的な芸術家を世に送り出

し、世界を驚嘆させ、感動の嵐を巻き起こす国で

ある。そしてここに何物にも束縛されない、自由

で開放的な精神を備えた「ゴルトベルク変奏曲」

を奏でるイシドロ ブくリオが登場した。冒頭のア

リアのテンポから装飾音、カノンやトッカータの

表現、和声から対位法の扱いまですべてが個性的。

脳が覚醒し、心が活気づき、人生を謳歌したくな

る。彼はピアノで生きる喜び、人生の意義を訴え

ている。

(伊熊よし子/音 楽ジャーナリスト)

バリオの「ゴルトベルク」録音は、モダンピアノ

で弾く意味を、あらためて強烈に提示する。時が

歩みを止めたかのようなアリアに、低声やトリル

が強調され、テンポもルバートも奔放な各変奏。

快速部分|よ鮮烈な音のシャワーを浴びせながら突

つ走り、短調の3変奏は小節線もない、まるで無

限旋律だ。激流と清流のとてつもなしヽ落差!そし

て全時間が隙なく音で満たされていく。これで|よ

また「ゴルトベルク」のライヴに行かねばならなしヽ。

(柴田克彦/音 楽ライター)

恐ろしく|□性的なピアニストだ。冒頭アリアの

ゆつくりしたテンポにます仰天させられ、第]変

奏からは逆にぐしヽぐしヽとした駆動力で疾風のよう

に突き進む。緩急の大胆なコントラスト、奔放な

アクセント、自由間達なルバートとアーティキュレ
ーション。まさにモダンピアノの特性を最大限に

生かしたピアニスティックな表現であり、これま

でのバッ八像の常識を覆ま 斬新な「ゴルトベルク」

の誕生である。

(真嶋雄大/音 楽評論家)
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「わたしにとって音楽は、もはや

手段でも、目的でも、ましてや

必要性でもありません。人生

そのものなのです。私に起こる

すべてのもの、私が見るもの、

楽しむこと、私をとり巻くすべて、

それらの存在自体を音楽へと

換えてゆくのです。私の音楽に

対する姿勢は、まったくロマン

ティックなものです」

(イシドロ・バリオ)

Profile

スペイン・マドリード出身。父が作家、

兄が画家など、芸術―家に生まれる。

マドリード王立音楽院で学び、その後

ピアノをアレクシス・ワイセンベルク、

指揮 をカルロ・ゼッキに師事 した。

スペインの作曲家アントニオ・ソレルの

作品全集 CDに よって彼の名声は

ヨーロッパ中に広まり、続く「ヨルトベ

ルク変奏曲」で不動のものとなった。

「最も重要な録音はヨルトベルクだ」と

自身が語るこのCDに対して、「驚異的

な技術を持ちながら、魂で演奏する」

「私たちをもっとも崇高な夢、音楽ヘ

の賞賛、詩的で美しい場所へ導く」と

評価されている。
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